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２０２２年９月価格交渉促進月間フォローアップ調査 質問事項 

 

＜前提情報＞ 

●問１．貴社が受注側として取引先（発注側）としている企業のうち、年間の取引額の大きさ等

から見て代表的な取引先企業（発注側企業）についてご回答ください。 

※回答できる企業は１社から最大３社までとなります。  

※取引先企業（発注側企業）は自社のグループ企業以外でお願いします。 

 

＜発注側企業との価格決定方法について＞ 

●問２．直近６ヶ月間における貴社と発注側企業との価格交渉の協議についてそれぞれ御回答く

ださい。（※直近６ヶ月間で当該発注側企業と複数回の価格交渉を行った場合、代表的な

もの１回のみについて御回答ください。また、交渉の頻度が少なく、直近６ヶ月間に価

格交渉を行っていない場合は、当該発注側企業と最後に行った価格交渉についてお答え

ください。） 

 

１．コスト上昇分を取引価格に反映するために発注側企業に協議を申し入れ、話し合いに応じて

もらえた。もしくはコスト上昇分を取引価格に反映させるために発注側企業から協議の申し

入れがあった。 

２．コストが上昇していないため、協議を申し入れなかった 

３．コストは上昇しているが自社で吸収可能と判断し、協議を申し入れなかった 

４．発注量の減少や取引中止を恐れ、協議を申し入れなかった 

５．発注企業に協議を申し入れたが、応じてもらえなかった 

６．取引価格を減額するために、発注側企業から協議を申し入れがあった。もしくは協議の余地

なく一方的に取引価格を減額された 

 

＜価格交渉の実施について＞ 

●問３．直近６ヶ月間のそれぞれの費用（①コスト全般、②労務費、③原材料費、④エネルギー

コスト）の上昇分のうち、何割を価格に転嫁できたと考えますか。最も当てはまるもの

を 1つご回答ください。 

 

１．10 割 

２．9割 

３．8割 

４．7割 

５．6割 

６．5割 

７．4割 

８．3割 

９．2割 

１０．1割 

１１．0割 

１２．マイナス 



2 
 

１３．コストが上昇していないため、価格改定の必要性なし 

 

●問４．当該発注側企業との価格交渉・転嫁において、発注側企業の取組の中で、特筆すべき事

例（良い事例・悪い事例）があれば御回答ください。 

 ①良い事例（自由記述） 

 ※例：発注側企業から定期的に、「コスト上昇分を価格に反映させなくて大丈夫か」との照会を

受けており、その都度、価格改定に応じてもらっている。 

 ②悪い事例（自由記述） 

 ※例：コストが上昇しているので価格交渉を申し入れたが、「そんなこと言ってくるのはあなた

方だけだ」と一蹴され、価格交渉の協議にすら応じてもらえない。 

 

●問５．発注者に納める主な製品・サービスの原価・コストを以下の４つの費目に分けた場合

（①労務費、②原材料価格、③エネルギーコスト、④その他の費用）、それぞれの費目

は、コスト全体の約何割ずつになりますか。例：コスト全体が１００円で、①労務費が

約２０円、②原材料価格が約４０円、③エネルギーコストが約３０円、④その他が約１

０円の場合、①２割、②４割、③３割、④１割） 

１．10 割 

２．9割 

３．8割 

４．7割 

５．6割 

６．5割 

７．4割 

８．3割 

９．2割 

１０．1割 

１１．0割 

１２．不明 

 

●問６．貴社・貴団体名を正式名称、代表者名、住所（市区町村まで可）についてお答えくださ

い。なお、 回答内容については発注企業にお伝えすることは決してございませんので、ご記入

いただきますと幸いです。 

 

●問７．貴社・貴団体の主たる事業内容について差し支えなければ教えてください。（回答は任意

です） 

 

●問８．原価上昇分の適正な価格転嫁に向けた取組や施策検討の参考とするため、御回答の内容に

ついて後日詳細を伺わせていただく場合がございます。差し支えなければ、回答者様の所属・御名

前・御連絡先をご記載ください。 


